
- 今月の主な内容 -
●村行財政への功績者表彰…2

●食品衛生事業功労者
　厚生労働大臣表彰受賞…2

●新地域おこし協力隊員紹介…4

●除雪作業にご協力ください…5

●柿の木を伐りませんか…8

ふるさとCM大賞最終審査会  12月3日㈰

村出身の若者たちが、「帰りたい場所、小川村」

を題材にCMを制作し、最も感動を与えた作品と

して、「感動賞」を受賞しました。今後、CMは年

間20回放映され、最終審査会の様子は1月3日㈬

にabnで放映されますので、是非ご覧ください。

広
報おがわ

ここでいい、ここがいい！ 小川村 2023(令和5)年  

vol.370
月号  12
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感
謝
状
贈
呈

　

昭
和
43
年
よ
り
永
年
に
わ
た
り
、
し
尿

処
理
収
集
業
務
等
に
携
わ
り
、
住
民
の
生

活
環
境
向
上
に
支
援
を
い
た
だ
く
な
か
、

令
和
４
年
、
令
和
５
年
の
2
カ
年
に
わ
た

り
村
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
村
の
事
業

推
進
に
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
山
ノ
内

町
の
有
限
会
社
志
賀
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役 

髙
田　

守 

様
へ
、
村
行
財

政
へ
の
功
績
者
と
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
2
月
に
、
小
川
村
を
応
援

し
た
い
と
の
思
い
に
よ
り
、
村
へ
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
、
村
の
事
業
推
進
に
貢
献
を
い

た
だ
き
ま
し
た
長
野
市
（
稲
丘
東　

富
吉

栗
本
出
身
）
の 

戸
谷　

貞
美 

様
へ
、
村
行

財
政
へ
の
功
績
者
と
し
て
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

地
域
の
食
品
衛
生
の
普
及
向
上
の
た
め

積
極
的
に
活
動
し
、
食
品
営
業
者
の
資
質

の
向
上
と
自
主
管
理
体
制
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
須
賀
真
孝
氏
（
高
府
下
町
）

の
ご
功
績
に
対
し
、
11
月
14
日
、
長
野
保

健
所
長
よ
り
食
品
衛
生
事
業
功
労
者
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

産
前
産
後
期
間
相
当
分
（
４
ヶ
月
分
）

の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
免
除
制
度

が
令
和
６
年
１
月
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方
・
受
付
期
間

　

令
和
５
年
11
月
１
日
以
降
に
出
産
予
定

の
国
保
被
保
険
者
の
方
が
対
象
で
す
。

　

出
産
予
定
日
の
６
ヶ
月
前
か
ら
届
出
が

で
き
ま
す
。
出
産
後
の
届
出
も
可
能
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
料
の
免
除
方
法

　

保
険
料
の
所
得
割
額
と
均
等
割
額
か
ら
、

産
前
産
後
期
間
相
当
分
（
単
胎
の
場
合
は

４
ヶ
月
分
・
多
胎
の
場
合
は
６
ヶ
月
分
）
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
産
前
産
後

期
間
の
う
ち
令
和
６
年
１
月
以
降
の
期
間

の
み
、
保
険
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
が
減
額
さ
れ
た
場
合
、
払
い
す

ぎ
た
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

○
届
出
に
必
要
な
書
類

①
届
書

②
母
子
健
康
手
帳
な
ど

※
出
産
後
に
届
出
を
行
う
場
合
、
親
子
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

○
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

小
川
村
表
彰
規
則
に
基
づ
き
、
村
行
財
政
に
協
力
し
著
し
い
功
績
が
あ
り
ま
し
た

山
ノ
内
町
の 

有
限
会
社
志
賀
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役 

髙
田　

守 

様
と

長
野
市
（
稲
丘
東　

富
吉
栗
本
出
身
）
の 

戸
谷　

貞
美 

様
の
お
二
人
を
功
績
者
と

し
て
、
11
月
24
日
、
役
場
で
表
彰
式
を
開
催
し
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

村
行
財
政
へ
の
功
績
者
表
彰

村
行
財
政
へ
の
功
績

有
限
会
社
志
賀
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役　

髙
田　

守 

様　

 

村
行
財
政
へ
の
功
績

　

長
野
市
（
稲
丘
東　

富
吉
栗
本
出
身
）

　
　
　

戸
谷　

貞
美 

様

須
賀
真
孝
氏
と
長
野
保
健
所
長

食
品
衛
生
事
業
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
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令
和
6
年
度

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

【
総
合
戦
略
推
進
室
】

　

こ
の
支
援
金
は
、
市
町
村
や
公
共
的
活

動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
会
な
ど
の
団
体

が
実
施
す
る
“
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
、

モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業
”に
対
し
、

県
が
助
成
す
る
も
の
で
す
。
来
年
度
、
支

援
金
の
活
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
説

明
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日　

時　

12
月
20
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

◆
場　

所　

長
野
県
長
野
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　

５
階　

501
～
503
会
議
室

　

産
前
産
後
期
間
相
当
分
（
４
ヶ
月
分
）

の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
免
除
制
度

が
令
和
６
年
１
月
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方
・
受
付
期
間

　

令
和
５
年
11
月
１
日
以
降
に
出
産
予
定

の
国
保
被
保
険
者
の
方
が
対
象
で
す
。

　

出
産
予
定
日
の
６
ヶ
月
前
か
ら
届
出
が

で
き
ま
す
。
出
産
後
の
届
出
も
可
能
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
料
の
免
除
方
法

　

保
険
料
の
所
得
割
額
と
均
等
割
額
か
ら
、

産
前
産
後
期
間
相
当
分
（
単
胎
の
場
合
は

４
ヶ
月
分
・
多
胎
の
場
合
は
６
ヶ
月
分
）
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
産
前
産
後

期
間
の
う
ち
令
和
６
年
１
月
以
降
の
期
間

の
み
、
保
険
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
が
減
額
さ
れ
た
場
合
、
払
い
す

ぎ
た
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

○
届
出
に
必
要
な
書
類

①
届
書

②
母
子
健
康
手
帳
な
ど

※
出
産
後
に
届
出
を
行
う
場
合
、
親
子
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

○
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

小
川
中
学
校 

９
月
資
源
回
収

　

９
月
４
日

～
19
日
に
、

小
川
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
資
源
回
収

が
行
わ
れ
、

村
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
た

く
さ
ん
の
資
源
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

16
日
㈯
に
は
、
小
川
中
学
校
生
徒
会
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
各
地
区
を
回
り
、
回
収
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
資
源
回
収
に
よ
る
収
益
金
は
、
中

学
校
の
生
徒
の
活
動
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

補
助
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
９
月
資
源
回
収
に
よ
る
収
益
金

•
段
ボ
ー
ル
（
１
，
７
９
０
㎏
）

５
，
３
７
０
円

•
雑
誌
（
４
２
０
㎏
） 

 

１
，
２
６
０
円

•
新
聞
（
２
８
０
㎏
）     

１
，
１
２
０
円

•
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
補
助
金

７
，
４
７
０
円

　
　
　
　
　

合
計　
　

  

１
５
，
２
２
０
円

①
冬
の
間
に
お
世
話
に
な
る
「
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
」

　

可
燃
ご
み
に
し
て
し
ま
っ
て
は
も

っ
た
い
な
い
！

　

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
を
ペ
レ
ッ
ト
に

加
工
し
、
水
の
浄
化
剤
と
し
て
再
生

し
て
い
る
企
業
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

企
業
に
送
る
た
め
に
、
有
志
グ
ル
ー

プ
「
リ
サ
イ
ク
ル
ー
プ
お
が
わ
」
が

今
年
も
カ
イ
ロ
の
回
収
を
行
い
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
リ

サ
イ
ク
ル
に
回
し
、
地
球
に
や
さ
し

い
暮
ら
し
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

☆
期
間
：
11
月
下
旬
～
4
月
ご
ろ
ま
で

☆
回
収
場
所
：
な
が
の
農
協
西
山
支
所

入
り
口
右
側
回
収
ボ
ッ
ク
ス

②
「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
」

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
自
然
界
で
分
解
さ

れ
る
に
は
数
百
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
、

私
た
ち
の
日
々
の
生
活
の
中
で
海
に
流

れ
着
き
、
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
は
海
の
近

く
の
地
域
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
山

に
住
む
私
た
ち
も
大
い
に
関
係
し
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
が
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

川
を
流
れ
、
最
後
は
海
に
行
き
ま
す
。

近
く
の
川
を
見
て
み
る
と
、
破
れ
た

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
マ
ル
チ
の
破
片
、
肥

料
袋
、
育
苗
ポ
ッ
ト
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
々
・
・
・
様
々
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

目
に
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
今
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被
覆
さ
れ
て
い

る
肥
料
で
、
そ
の
小
さ
な
無
数
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
用
水
路
か
ら
川
へ
、
そ
し

て
最
後
は
海
に
流
れ
着
き
ま
す
。
そ
の

量
は
１
反
歩
当
た
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約

60
本
分
相
当
だ
そ
う
で
す
。

　

海
を
汚
さ
な
い
た
め
に
も
、
貴
重
な

資
源
を
守
る
た
め
に
も
、
自
分
た
ち
の

生
活
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
た

被
覆
肥
料
の
使
用
を
控
え
る
等
、
農
業

ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 無理なく楽しくごみ減量！
《
ご
み
減
量
推
進
委
員
会
》

救
急
電
話
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

長
野
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
で
は
、
救

急
車
を
呼
ぶ
か
病
院
に
行
く
か
迷
っ
た
時

に
、
看
護
師
な
ど
が
状
況
を
お
聞
き
し
対

応
方
法
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
、
電
話
相

談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

は
、
お
と
な
の
方
は
「
＃
７
１
１
９
」、
お

子
さ
ん
は
「
＃
８
０
０
０
」
で
す
。

　

診
療
所
休
診
中
の
受
診
相
談
な
ど
、
必

要
に
応
じ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
緊
急
の
場
合
は
迷
わ
ず
１
１
９

へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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村
が
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
加
盟
し
て
か
ら
13
年
が
経
過
し
、
11
月

８
日
、
９
日
の
２
日
間
に
か
け
て
加
盟
資

格
の
再
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
資
格
審

査
員
の
2
名
が
訪
れ
、
１
日
目
は
、
景
観

整
備
し
た
箇
所
や
薬
師
沢
石
張
水
路
工
、

小
川
神
社
（
御
柱
祭
）、
立
屋
の
桜
の
地
域

住
民
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
現
地
で
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

 

空
き
家
物
件
募
集
中

　

小
川
村
で
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
空
き

家
の
所
有
者
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
家
屋
を
、

小
川
村
へ
の
移
住
希
望
者
に
紹
介
す
る
こ

と
で
移
住
定
住
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

　

空
き
家
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

劣
化
が
早
く
進
み
、
景
観
の
悪
化
や
防
災
・

防
犯
の
面
で
地
域
の
安
全
な
生
活
を
脅
か

す
存
在
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

入
居
者
を
募
集
し
、
実
際
に
入
居
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

前
述
の
よ
う
な
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
家
を
所
有
し
、
売
買
や
賃

貸
を
希
望
し
て
い
る
方
は「
空
き
家
バ
ン
ク
」

へ
の
登
録
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
登
録
に

よ
る
入
会
費
、
年
会
費
等
は
不
用
で
す
。

　

ま
ず
は
総
務
課　

総
合
戦
略
推
進
室（
☎

０
２
６―

２
６
９―

２
３
２
３
）
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

	
	

公
民
館
図
書
室　
《
ぶ
っ
く
る
た
ん
ぽ
ぽ
》

【
小
説
】

 

続 

窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

  

黒
柳　

徹
子

 

ヒ
ロ
イ
ン 

桜
木　

紫
乃

 

雫
の
街

　
　
︱
家
裁
調
査
官
・
庵
原
か
の
ん
︱

  

乃
南　

ア
サ

 

リ
カ
バ
リ
ー
・
カ
バ
ヒ
コ 

青
山
美
智
子

 

777 

ト
リ
プ
ル
セ
ブ
ン 

伊
坂
幸
太
郎

【
料
理
】

 

は
じ
め
て
の
旬
や
さ
い
レ
シ
ピ
～
冬
～

  

新
谷
友
里
江

【
手
芸
】

 

今
編
み
た
い
ニ
ッ
ト
～
秋
冬
～

 

12
月
の
新
着
本

    

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

　

小
川
村
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
。
12
月
1
日
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
【
農
林
公
社
み
ら
い
】
で
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
身
は
東
京
都
板
橋
区
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
な
る
前
は
、
長
野
県
上

田
市
で
「
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
う
里
山
を
蘇
ら
せ
る
グ
ル
ー
プ
で
、
林

業
と
農
業
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
1
年
前
に
星
と

緑
の
ロ
マ
ン
館
に
宿
泊
し
た
時
に
見
た
、
ア
ル
プ
ス
の
絶
景
に
見
惚
れ
て
小
川
村

で
働
い
て
み
た
い
と
思
い
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
無

事
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
人
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
で
す
の
で
、

ど
こ
か
で
見
か
け
た
ら
話
し
か
け
て
い
た
だ
く
と
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新協力隊員　坂口  将吾

　

２
日
目
は
、
移
住
体
験
宿
泊
施
設
や
高

山
寺
、
明
松
寺
馬
事
公
苑
の
視
察
を
行
い
、

そ
の
後
、
役
場
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、「
公
民
協
働
で
小
川
村
の
景

観
維
持
に
取
組
ん
で
い
る
こ
と
」
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
数
カ
月

か
か
る
見
込
み
で
す
が
、
村
は
引
き
続
き

美
し
い
村
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
再
審
査
実
施

審
査
風
景
（
明
松
寺
馬
事
公
苑
）
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◆
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、

除
雪
車
の
30
ｍ
以
内
に
は
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。
車
を
運
転
中
、
除
雪
車
に
接
近

す
る
場
合
は
必
ず
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
で
合

図
し
、
除
雪
車
の
運
転
者
の
確
認
を
と
っ

て
か
ら
接
近
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
道
路
へ
の
排
雪
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

道
路
へ
の
排
雪
は
事
故
の
原
因
と
な
る

こ
と
か
ら
、
道
路
交
通
法
で
禁
止
さ
れ
、

取
締
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
へ
の

排
雪
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、

除
雪
作
業
の
際
、
道
路
に
面
し
た
玄
関
や

出
入
り
口
な
ど
に
雪
が
寄
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

除
雪
作
業
は
、
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け

て
の
大
変
視
界
の
悪
い
中
で
実
施
す
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
路
上
駐
車
さ
れ
て
い
る
と

作
業
し
に
く
い
ば
か
り
で
な
く
、
接
触
事

故
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
故
障
な
ど
で

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
赤
い
旗
な
ど
目

印
に
な
る
も
の
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

◆
樹
木
の
伐
採
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

雪
の
重
み
で
倒
れ
そ
う
な
木
や
竹
は
、

区
ま
た
は
組
な
ど
で
の
伐
採
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
な
お
、
除
雪
作
業
中
に
支
障
に

な
る
樹
木
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
伐

採
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
!!

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除
雪

機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
使

用
者
の
責
任
に
お
い
て
正
し
く
安
全
に
作

業
し
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
中
、
周
り
に
人
を
近
づ
け
な
い
。

②
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
際
、
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
し
、
必
ず
雪
か
き
棒
を
使
用
す
る
。

③
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
離
れ
な
い
。

④
後
退
す
る
時
は
、
足
元
や
障
害
物
に
気

を
つ
け
る
。

◆
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道

管
や
、
北
向
き
の
場
所
な
ど
の
水
道
管
は

注
意
が
必
要
で
す
。

①
凍
結
防
止
帯
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の

保
温
材
な
ど
で
水
道
管
を
巻
く
な
ど
の

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
対
策
済
み
の
場
合
も
、
改
め
て
点
検
し
、

劣
化
や
破
れ
が
あ
っ
た
場
合
は
修
繕
を

し
ま
し
ょ
う
。

③
浴
槽
な
ど
に
少
し
ず
つ
（
鉛
筆
の
芯
の

太
さ
く
ら
い
）
水
を
出
し
て
お
く
等
、

水
が
水
道
管
の
中
で
停
滞
し
な
い
よ
う

に
す
る
と
、
凍
結
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

◆
水
道
管
が
凍
結
し
た
場
合
は
？

　

水
道
管
に
直
接
熱
湯
を
か
け
て
し
ま
う

と
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
タ
オ
ル

や
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
と
ま
ん
べ
ん
な
く
か
け
て
凍
結
を

溶
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

長
期
に
不
在
と
な
る
場
合
に
は
、
水
道

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
々
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
が
到
来
し
ま
す
。
村
で
は
、
安
全

に
通
勤
、通
学
、外
出
が
で
き
る
よ
う
に
、積
雪
状
況
に
応
じ
て
道
路
の
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
行
う
積
雪
の
目
安
は
10
㎝
以
上
で
す
。
作
業
が
効
率
よ
く
安
全
に
行
え

る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
経
済
課

建　

設　

係

の
休
止
の
手
続
き
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
不
在
の
家
屋
で
の
被
害
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
上
下

水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

冬
場
は
気
温
が
下
が
り
、
水
道
管
が
凍
結
し
破
裂
す
る
等
の
事
故
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
特
に
水
道
管
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と

凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

建
設
経
済
課

上
下
水
道
係

　　　
小
川
村
児
童
生
徒
作
品
展

◆
展
示
期
間

１
月
11
日
㈭
～
２
月
４
日
㈰

◆
入
場
無
料

　

絵
画
を
中
心

に
約
１
５
０
点

ほ
ど
展
示
致
し

ま
す
。
た
く
さ

ん
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

※
毎
週
火
曜
日
休
館
（
火
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
水
曜
日
休
館
）

※
冬
季
開
館
時
間
変
更
（
12
／
1
～
2
月
末

10
：
30
～
16
：
30
）

☎
０
２
６-

２
６
９-

２
２
７
０

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど
情
報
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会　計
税務係

納
期
限　
12
月
25
日
㈪

　

納
期
ま
で
の
納
付
、
口
座
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
個
人
住
民
税
（
４
期
）

◦
有
線
テ
レ
ビ
電
話
使
用
料
（
３
期
）

◦
地
デ
ジ
使
用
料
（
３
期
）

◦
水
道
使
用
料
（
４
期
）

◦
下
水
道
使
用
料
（
４
期
）

くら 報し 情の

　

蜜
蜂
の
飼
育
を
行
う
方
は
、
養
蜂
振
興

法
第
3
条
第
1
項
の
規
定
に
も
と
づ
く「
蜜

蜂
飼
育
届
」
を
毎
年
1
月
末
ま
で
に
長
野

地
域
振
興
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

飼
育
場
所
の
地
番
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
飼
育
場
所
を
示
し
た
地
図
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

飼
育
届
記
載
事
項
（
飼
育
場
所
、
群
数
、

期
間
等
）
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
変

更
届
を
、
変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
１
ヶ
月
以

内
に
長
野
地
域
振
興
局
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

飼
育
届
様
式
は
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
長

野
地
域
振
興
局
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

※
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

（https
://w

w
w

.pref.nagano.lg.jp/
enchiku/sangyo/nogyo/chikusan/
m

itsubati.htm
l

）

♦
問
合
せ
先

長
野
地
域
振
興
局
長
野
農
業
農
村
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６―

２
３
４―

９
５
１
４

蜜
蜂
飼
育
届
に
つ
い
て

産業係

産 業 係

釜
蓋
み
そ
加
工
所
の
予
約

開
始

　

釜
蓋
み
そ
加
工
所
を
来
年
５
月
末
ま
で

の
間
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
開
放
し
ま
す
。

　

加
工
所
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
予

約
を
受
付
け
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

♦
問
合
せ
先

　

建
設
経
済
課　

産
業
係

☎
０
２
６―

２
６
９―

２
３
２
３

こ
と
の
で
き
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
防
獣
柵・

ネ
ッ
ト
、
乗
用
装
置
の
な
い
耕
運
機
・
田
植

機
な
ど
で
す
。

（
注
）
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
な
ど
の
農
作
業
用

自
動
車
は
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の
対
象

外
で
す
。
但
し
、
農
耕
用
作
業
車
で
最

高
時
速
35
㎞
の
以
上
の
も
の
は
、
償
却

資
産
の
課
税
対
象
で
す
。

申
告
期
限
は

　

毎
年
１
月
31
日

（
土
曜
日
、
日
曜
日
の
場
合
は
翌
月
曜
日
）

実
地
調
査
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
申
告
内
容
が
適
正
か
ど
う
か

の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
申
告
し
て
い

る
方
だ
け
で
は
な
く
、
未
申
告
の
方
に
も

実
地
調
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

♦
問
合
せ
先

　

総
務
課　

会
計
税
務
係

☎
０
２
６―

２
６
９―

２
３
２
３

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
！

償
却
資
産
と
は

　

土
地
、
家
屋
を
除
く
事
業
の
た
め
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、
そ
の
減
価

償
却
額
又
は
減
価
償
却
費
が
法
人
税
又
は

所
得
税
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
、

損
金
又
は
必
要
経
費
に
す
る
も
の
を
い
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
産
を
、
所
得
税
、
法
人
税

の
確
定
申
告
に
お
い
て
必
要
経
費
に
算
入

す
る
場
合
は
、
必
ず
償
却
資
産
の
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
方
は

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
村
内
に
事
業
用

の
償
却
資
産
を
所
有
・
賃
貸
し
て
い
る
個

人
又
は
法
人
で
す
。

農
業
を
経
営
し
て
い
る
場
合
、
ど
ん
な
も

の
が
償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
の
?

　

農
業
で
使
用
し
て
い
る
又
は
使
用
す
る

農
業
経
営
者
の
み
な
さ
ま
へ

会　計
税務係



月 火 水 木 金 土
　　 1 2 3  4  5 6

 8:30~11:15
休診 休診 休診 休診

循環器
本郷　実

14:00~16:00

8 9 10 11 12 13
 8:30~11:15

整形外科
重松泰介

内科
小林淳生

糖尿病内科
小林由紀

内科
篠ノ井総合病院医師

14:00~16:00

15 16 17 18 19 20
 8:30~11:15 内科

安村匡弘
整形外科
重松泰介
   内科
小林由紀
　（午前のみ）

内科
小林和生

糖尿病内科
小林由紀 内科

宮尾陽一

内科
宮尾陽一

14:00~16:00

22 23 24 25 26 27
 8:30~11:15 内科

細川康雄 整形外科
重松泰介

内科
小林淳生

糖尿病内科
小林由紀

内科
篠ノ井総合病院医師

14:00~16:00

29 30 31    
 8:30~11:15 内科

安村匡弘
整形外科
重松泰介

   内科
小林由紀

　（午前のみ）

内科
小林和生

14:00~16:00

7
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月日 曜日 行　　　　　　　事

12.  9 土
10 日 人権講演会（公）

11 月
12 火 行政相談（役）

13 水 法律相談（役）

14 木 　

15 金 健やか教室（公）

16 土
17 日 　

18 月
 19 火
20 水
21 木
22 金
23 土
24 日
25 月 定例教育委員会（役）

 26 火
27 水
28 木
29 金

　 30 土
31 日

1 .  1 月《元旦》

2 火

3 水 小川村二十歳を
祝う会（公）

4 木
5 金
6 土
7 日
8 月《成人の日》

9 火
10 水
11 木
12 金
13 土

◆小林淳生（小林クリニック七瀬院長）　　◆本郷　実（新町病院）
◆小林和生（小林クリニック七瀬副院長） ◆細川康雄（新町病院）
◆重松泰介（整形外科） ◆安村匡弘（新町病院）
◆宮尾陽一（内科）  ◆篠ノ井総合病院医師
◆小林由紀（糖尿病内科）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

診療所　診療担当医表（1 月分）

（診）診療所 ／（保）保健センター ／（び）びっくらんど小川
／（役）役場 ／（に）にこにこ保育園 ／（小）小学校／（中）
中学校／（公）公民館／（ふ）ふるさとらんど小川／（プ）プ
ラネタリウム館／（バ）バスティ高府／（大）大洞グラウンド

小川村国保直営診療所　☎ 026-269-2279

村の人口　　（令和 5 年 12 月１日現在  前月比）

 人　口 2,263 人 −　8
 男 1,119 人 −　4
 女 1,144 人    −　4
 世帯数 1,032 戸 −　2

◆お誕生おめでとう　（敬称略）

   氏　　名  月日  保護者　　  地　区
　清

きよたき

滝　彩
あ や と

人（男）　 10/ 9    太河・里菜　 中　牧

◆ご冥福をお祈りします　（敬称略）

   氏　　名  月日 地　区
 笠原きよ子 10/10 上　野
 小林　繁利 10/13 成就第三
 大日方キヨ子 10/14 和　手
 大田　啓二 10/24 中　尾

くら 報し情の

※火曜日の小林由紀医師による診察は9:00〜11:15となります。

び
っ
く
ら
ん
ど

年末年始休業日

保
育
園
・
保
健
セ
ン
タ
ー

バ
ス
テ
ィ
高
府
・
小
川
の
湯

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど

診
療
所

火
葬
場

公
民
館
（
図
書
室
）
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発
行

／
小

川
村

　
〒

381-3302 長
野

県
上

水
内

郡
小

川
村

大
字

高
府

8800-8　
　

　
　

　
　

  編
集

／
小

川
村

役
場

総
務

課
　

2023年
12月

7日
☎

026-269-2323　
蕭

026-269-3578　
U

RL  http://w
w

w
.vill.ogaw

a.nagano.jp　
E-m

ail info@
vill.ogaw

a.nagano.jp
「

広
報

お
が

わ
」

は
、

地
球

環
境

保
護

の
た

め
大

豆
油

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

お
り

ま
す

。

広報おがわ　2023.12

　

11
月
１
日
㈬
、
長
野
地
方
猟
友
会
小
川
支

部
（
小
川
村
猟
友
会
）
が
キ
ジ
12
羽
の
放
鳥
を

行
い
ま
し
た
。

　

長
野
県
猟
友
会
で
は
、
生
態
系
の
健
全
性
、

狩
猟
文
化
の
持
続
を
目
的
に
毎
年
計
画
的
に

キ
ジ
の
放
鳥
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
４
年
ぶ

り
に
村
内
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
小
川
村
猟
友
会
で
は
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
狩
猟
な
ど
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

事
務
局
（
役
場
産
業
係
）
も
し
く
は
お
近
く
の

猟
友
会
員
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

キ
ジ
放
鳥

　

11
月
2
日
㈭
、
に
こ
に
こ
保
育
園
で
焼

き
い
も
会
を
行
い
ま
し
た
。
食
育
の
一
環
と

焼
き
い
も
会

年
末
年
始
は
家
族
で
相
談
し
よ
う

柿
の
木
を
伐
り
ま
せ
ん
か

　

今
年
、
全
国
で
は
昨
年
に
比
べ
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
目
撃
数
が
増
加
し
、
村
内
で
も

昨
年
を
超
え
る
被
害
・
目
撃
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
集
落
や
民
家
近
く
で
の
目
撃
が

相
次
ぎ
、
ク
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
対
策

が
必
要
で
す
。

村
内
で
の
被
害
・
目
撃
例

　

里
山
の
餌
を
覚
え
た
ク
マ
は
里
山
へ
の
出

没
を
繰
り
返
す
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

村
内
の
目
撃
例
を
み
る
と
、
民
家
付
近

に
は
必
ず
、
ク
マ
に
と
っ
て
の
誘●

●
●

引
物
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

生
ご
み
や
廃
果
等
の
適
切
な
処
理
の
ほ

か
、漬
物
、蜂
蜜
、飼
料
、チ
ェ
ー
ン
オ
イ
ル
、

塗
料
な
ど
ク
マ
を
誘
引
す
る
物
は
厳
重
に

管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
収
穫
が
で
き
ず
管
理
の
で
き
な

く
な
っ
た
柿
の
木
な
ど
、
ご
自
宅
付
近
に
ク

マ
に
と
っ
て
の
誘
引
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

村
で
は
、
個
人
支
障
木
の
伐
採
に
補
助

金
を
交
付
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

個
人
支
障
木
伐
採
支
援
事
業

　

個
人
が
、
伐
採
資
格
を
有
す
る
業
者

に
委
託
し
て
行
う
支
障
木
伐
採
に
つ
い

て
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
率　

事
業
費
の
20
％

　

限
度
額　

10
万
円

　

年
末
年
始
で
家
族
が
集
ま
る
こ
の
機
会

に
、
ご
自
宅
近
く
の
柿
の
木
な
ど
の
伐
採

に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
目
撃
・
被
害
情
報
は
建
設
経
済
課

　

産
業
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

民家から 50 ｍ程先のイチョウへ
登るツキノワグマ（11月 塩沢）

し
て
５
月
に
植
え
た
さ
つ
ま

い
も
を
収
穫
し
焼
き
い
も
に

し
て
食
べ
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
世
話
を
し
、

苦
労
し
て
育
て
た
さ
つ
ま
い

も
を
食
べ
る
経
験
を
通
し
て
、

子
ど
も
達
は
充
実
感
や
満
足

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ホ
カ
ホ
カ
の
焼
き
い

も
の
よ
う
に
子
ど
も
達
の
笑

顔
も
ホ
カ
ホ
カ
で
し
た
。

•
民
家
近
く
の
養
蜂
箱
（
電
柵
等
の
設
置

無
し
）
が
荒
ら
さ
れ
た
。

•
民
家
脇
を
通
り
、
建
物
内
に
設
置
の

養
蜂
箱
を
荒
ら
さ
れ
た
。
民
家
の
明

か
り
や
音
な
ど
に
は
び
く
と
も
し
な

か
っ
た
。

•
民
家
か
ら
十
数
メ
ー
ト
ル
の
畑
の
柿
の

木
に
２
頭
の
ク
マ
が
登
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど


